
令和 8年度 船橋中央病院地域医療支援病院運営委員会及び 

JCHO船橋中央病院地域協議会（第 1回） 

 

日 時：令和 8年 7月 16日（火）16:00～17:00 

場 所：本館 3階会議室 

進 行：郷地 英二（副院長）  

出席者：     

 

    地域医療支援病院運営委員会 委員名簿 

      

鳥海 正明 一般社団法人船橋市医師会 会長  副委員長 

藤平 崇志 公益社団法人船橋歯科医師会 会長  

杉山 宏之 一般社団法人船橋薬剤師会 会長  

茂木 健司 船橋市立医療センター 院長  

髙橋 日出男 船橋市健康部 部長  

三代川 秀己 船橋市 消防局長  

長谷川 美穂 利用者代表  

郷地 英二 船橋中央病院 院長 委員長 

                             出席者 8人（Web参加 7名） 

 

    船橋中央病院地域協議会 委員名簿   

      （外部委員） 

髙橋 日出男 船橋市健康福祉局健康部 部長 

梶原 崇弘 船橋医師会 副会長 

茂木 健司 船橋市立医療センター 院長 

長谷川 美穂 利用者代表 

      （船橋中央病院委員）       

郷地 英二 院長 

深澤 元晴 副院長 

大塚 恭寛 副院長 

加藤 佳瑞紀 副院長 

松邑 恵美子 副院長（看護部長併任） 

細井 昌宏 事務部長 

                             出席者 8人（Web参加 3名） 

 

  

      



Observer：原総務企画課長 松本経理課長、宮田医事課長、 

茅野看護師長（患者サポートセンター）、夏目係長（患者サポートセンター） 

欠席者：梶原委員、大塚委員 

書 記：中山総務企画課長補佐                                      

 

1. 開会    

配布資料の確認及び配布資料の一部修正の報告 

  地域医療支援病院運営委員会 委員 08名中 08名の出席 過半数出席報告 

  船橋中央病院地域協議会      委員 10名中 08名の出席    〃 

 

2. 院長挨拶                                         

地域医療支援病院運営委員会及び JCHO船橋中央病院地域協議会の合同開催の宣言 

 

3. 新任委員のご紹介   

・地域医療支援病院運営委員会  船橋市消防局長    三代川秀己 委員 

・JCHO船橋中央病院地域協議会 副院長（看護部長併任）松邑恵美子 委員 

・JCHO船橋中央病院地域協議会 事務部長       細井昌宏  委員 

 

4. 船橋市医師会長ご挨拶 

・一般社団法人船橋市医師会 会長 鳥海正明 委員 

 

5．地域医療支援病院運営委員会設置要綱の改定について 

    ・令和 8年 5月 27日に開催された東葛南部地域医療支援病院共同運営委員会において 

当院の参加が承認される。 

・年 4回の開催のうち 2回は共同開催の参加をもって本委員会を開催したものとみなす。 

  ・令和 8年度のみ個別開催を 3回とする 

  ・医療機器共同利用制度について 

 

6．令和 7度の収支状況及び病院目標（達成状況） 

  令和 7年度の収支状況【経常収益】【経常費用・経常収支差】【健全経営の維持①収益増】  

  令和 7年度の業務執行状況…紹介・逆紹介の割合・年度別推移・診療科別・共同利用・ 

救急車・研修会・講演会 

 

7．意見交換 

 茂木委員 

・手術室の件数には全身麻酔も含まれているか  

 A1300件程度となり、そのうち歯科が 300件  

 



・人間ドックにおいて評価 D（要精査）の健診後の受け入れ現状は 

 A当院での積極的に受診を進めている 

 ・救急管理加算 1を医師以外の医事課職員などにより再確認を行っているか 

 A救急管理加算 1を医師に明示して積極的に取っている。 

 ・薬剤の廃棄金額の増加の内容は 

 A破損や期限切れ薬品があるが、JCHOにおいて期限切れ間近の薬品を共有し融通している。 

 ・認定看護師の給与面のプラスは 

 A業務報告がある場合、認定看護師 3000円・専門看護師 5000円・診療看護師 40,000円 

 髙橋委員 

 ・令和 7年度の医療収益の増加の要因は  

 A新入院患者を増やすこと 

 ・令和 7年度の病床稼働率は  

 A病床稼働率 72.6% 

 ・在宅比率の減少の理由は        

 Aレスパイト入院後、他施設を希望しているなど選択肢が増えていることが減少の理由の一つ。 

 長谷川委員 

 ・訪問件数の動向を教えて下さい 

  A老老介護の高齢化社会になり自宅に帰る人も減少傾向のため、利用者の数も減少している 

 

8．令和 7年度の業務執行状況について 

 令和 7年度の業務執行状況…紹介・逆紹介の割合・年度別推移・診療科別・ 

              医療機器共同利用制度・共同利用・救急車・研修会・講演会 

 

9. 意見交換 

茂木委員 

・CT・MRは減少傾向でしょうか。 

A船橋駅前に放射線専門のクリニックが開業したことが原因。  

 

10. 閉会（郷地副院長） 

 閉会のあいさつ。 

 

                                                                             以上     

                                   


